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日頃より本校の教育活動に御支援・御

協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、本校は大正１５年４月、当時の

松山町の御尽力により松山町立埼玉県松

山実科高等女学校として開校しました。

その後、昭和２３年現在の地に移転し、

翌昭和２４年３月に県立に移管され、埼

玉県立松山女子高等学校となりました。

以来、ここ箭弓の杜辺で大正、昭和、平

成、そして令和と時を刻み、今年度で創

立百周年を迎えます。この間、時代に対

応するしなやかさとともに、勤勉、勇

気、気品、誠実、忍耐、感謝といった変

わらぬ価値を大切に受け継いでまいりま

した。その卒業生は２万６千人を数えま

す。 

 本校では創立百周年を迎えるに当たり、埼玉県立松山女子高等学校創立百周年記念事

業実行委員会を組織し、学校、ＰＴＡ・後援会、同窓会が一丸となって記念事業を推進

することといたしました。記念事業の内容は、記念誌の発行、旧食堂の改修によるコミ

ュニティ・ルームの整備、現役生徒の教育支援の充実などを計画しております。旧食堂

の改修事業については、令和８、９年度に県が実施する管理棟等の大規模改修終了後の

始動を目指して準備を進めたいと考えております。実行委員会一同、創立百周年記念事

業を成功させるため、全力を尽くしてまいります。その上で皆様のお力をどうかお貸し

いただきたく、お願い申し上げます。 

 厳しい経済状況下ではありますが、本校の教育環境の整備と発展のため、卒業生はも

とより、広く企業、団体及び個人の皆様方に趣旨を御理解いただき、募金への御協力を

賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

 令和７年４月吉日 

 

           埼玉県立松山女子高等学校創立百周年記念事業  

実行委員長 及川 三栄子 

                   埼玉県立松山女子高等学校長 黒田  勇輝 


